
到
市
民
同
年
六
昭
二
十
4

日

z-一
↓
稽
鰯
催
物
庖
可
、

Mwu-目

『

問

問

ad旬
v

春テi:十二車芸事
.，..，... 
F、読

誼

叢

租
現
に
お
け
る
強
者
の
専
横
-
-
-
-
語
皐
博
士

塞
樽
の
小
作
制
度
・
・
・
・
・
・
揖
串
陣
士

定
期
般
事
業
以
運
賃

ω最
倍
限
度
・

辛子 菅 直 量 日 一 月 大 年 三 和 昭

説

持

組

持

事

士

縄
持
品
a
f

屯
江
商
人
の
也
源

助
郷
ご
農
民
の
生
活

雄

柚

錨

耐

町

中
央
・
地
方
財
政
に
於
け
る
租
穂
配
分

英
同
の
産
業
合
理
化

銀
行
券
の
蚊
量
制
限
ご
正
貨
準
備
一

指
数
の
研
究

臨
附

鋒
廊

本
誌
第
二
十
六
巻
網
目
録

組
糟
血
中
博
士

組

柿

串

士

翻抽凹串士

-
純
牌
脳
中
士

組
冊
目
山
中
柑
小
J 重荷

帽 1

職

神

戸

正

雄

河

田

嗣

耶

小
島
昌
太
耶

菅
野
和
太
郎

大
山
蚊
太
郎

沙抽大 ~IJ
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典
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英
凶
の
産
業
合
理
化

大

塚

印

前
川
川
合
開
化
し
は
H
M
紅
、
告
酬
の
耐
ネ
非
を
凪
附
す
る
一
白
川
代

的
M
M
耐
て
あ
る
。
何

J
N
P
G
M
H

が
叶
耳
目
七
σ
ヨ
q
υ
r
F
E
r
-下
寸
o-

HO喧

X
O
や
「
〉
官
、

G
U田
)
に
山
世
せ
た
そ
白
叶
}
戸
内
司
一
。
『
庁
自
。
月

間川戸

C
O
E
-
-担
ロ
阿
国
コ

E
F
H
E
z
u
q叫
に

於

ν
て
論
ず
る
脚

H
、
什

m北
山
、
英
闘
λ

臥
山
梨
に
針
よ
る
特
叫
州
立
北
正
就
て
の
一
利
山
刷
揖

白土

L
E
、
北
お
す
べ
き
も
山
が
あ
る
。
主
に
地
べ
る
は
北
山
叫
白
で

あ
る
。

堂島

$Jk. 

世
世
凶
耐
え
九
業
A
H
却
化

合
制
化
は
英
凶
山
産
業
界
に
炉
、
い
℃

今
地
行
山
過
艇
に
あ

s
o
i
F
Z
 

:
1
;ー

ペ

よ
く
と
れ
が
充
分
む
る
設
訟
を
詮
げ
る
占

ー、:、

j
ト

又
と
れ
に
よ
っ
て
蛇
蝕
せ
る
来
凶
白
内
主
が
状
怖
い
ド
↓

ι

れ、

H
つ
失
は
れ
た
る

共
山
間
界
市
川
切
に
於
け
る
行
川
的
地

位
が
川
似
せ
ら
れ
仰
る
に
去
る
で
あ
ら
う
か
o

川
凶
白
川
地
己
る

所
で
あ
る
。

ー主』
E
、

i
i
 A川
地
化
の
ほ
誌
に
つ
い
て
一
一
司
し
ゃ
う
。
人

Hm化

己
十
A
h吋
T
司
、

i
J
h
 狭
山
二
誌
が
あ
る
J

腕
殺
に
於
い
て
は
-
比
企
業
又

は
一

ak路
北
部
門
に
投
ぜ
ら
れ
た
版
業
資
本
の
利
州
市
を
増
加

せ
し
む
べ
き
あ
ら
ゆ
る
企
業
政
策
主
立
咋
し
て
ゐ
，
Q

O

此

ω
凶

叫
剛
山
九
日
刈
化
で
は
企
業
の
民
巾
.

統
一
在
仏
入
資
金
へ
の
利
榔

の
節
約
と
が
共
山
主
川
町
た
も
の
と
し
て
琳
げ
ら
れ
る
ω

叫
刊
誌
の

合
州
化
は
刺
MM悦
仙
市
中
引
上
げ
の
泊
此
に
行
は
札
る

生
産
制

織
の
改
善
に
依
る
併
仰
の
制
度
及
び
生
徒
皮
円
増
池
山
γ
仇
町
村
比
代

の
節
約
主
意
味
す
る
の
で

b
る。

か
や
う
に
し
て
、
合
判
化
は

汁
山

ω知
己
そ
近
時
の
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も

乙
れ
が
制
裁
白

都
ニ
イ
J

ハ
谷

ι
一、
2

J
ノ
」
J

，

第
六
腕

日目

f:--Jlll1t の芯誌については、 f!lj.誕悩々と Lて、帥ーする川吉 f)!II~てある。滋に
V川g.a が合J"YI仕由主主j主主して拠「る所も、 r~ll より ζれを泊品と見るは叫ら
向。 LJつ、此の;f.:昧山f.tf'J!.1tli、t庄l'主4史的制凶制峨に引引のも ωなる ζ と

をま11らねばなら山。(大尉)
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雑

記t

英
闘
の
賄
業
骨
四
化

憶
は
出
来
す
る
用
甚
だ
古
く
、
決
し
て
最
近
に
於
け
る
渦
治
資

本
試
の
創
作
物
に
あ
ち
ぎ
る
と
止
が
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

現
今
ζ

れ
を
米
、
拘
十
九
業
の
そ
れ

に
比
し
て
劣
る
も
の
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

ζ

れ
に
は
北
ハ

ω
附
凶

英
闘
康
業
の
合
開
化
は

を
山
川
せ
る
特
殊
の
事
怖
が
存
し
て
ゐ
る
。
第
一
に
、
過
告
に
於

け
る
英
凶
首
業
心
刊
界
市
町
慣
に
叫
す
る
地
位
に
庄
立
せ
ね
ば
在

ら
ぬ
。
英
凶
は
嘗
て
、
長
く
『
川
回
押
の
工
場
』
た
る
地
位
を
山

め
て
ゐ
た
。
と
れ
が
時
め
に
、
共
の
斥
業
上
ヨ
応
力
は
主
と

し
て
成
大
な
る
世
界
市
場
へ
の
生
産
に
向
っ
て
集
中
せ
ら
れ
、

共
の
反
耐
に
、
内
図
市
場
は
H
A
し
く
関
却
さ
札
て
ゐ
っ
た
。
共

の
結
川
市
と
し
て
、

一
方

ιは
久
し
く
同
率
保
雄
閥
抗
制
の
官
現

を
見
る
に
亙
ら
守
、
他
方
に
は
叫
統
古
吉
諸
工
栄
山
上
に

め
て
共

ω制
凶
内
股
比
さ
れ
た
特
殊
川
聞
の
生
産
り
み
に
計
事

f'

る
専
川
的
時
小
A
f
北
山
介
立
が
一
行
は
札
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
刺

へ
、
粧
怖
政
策
上
の
仙
人
主
義
、
白
山
主
義
、
放
粍
主
誌
等
の

諸
思
想
十
、
拙
目
的
泌
動
上
の
腿
主
川
、
職
業
別
的
側
向
や
は
企

第
二
十
六
巻

し
号
、

f
p
J
F

『

H
f

第
六
姐

i'J.] 
pq 

業
。
集
中
、
統
一
に
釘
し
て
杭
極
的
の
肌
停
止
な
っ
た
。
か
t
h

る
諸
々
の
事
情
に
妨
げ
ら
れ
て
、
企
業
心
集
中
、
統
一
に
依
る

英
凶
の
産
業
、
合
理
化
は
比
較
的
に
内
岡
市
場
の
議
製
版
さ
れ
る

米
、
澗
に
比
べ
て
、
大
い
に
後

μ
る
と
と
に
た
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
佳
品
思
す
べ
き
は
、
英
同
聞
の
産
業
金
川
酬
に
於
け
る
特
殊

の
功
仙
川
℃
あ
る
o

英
闘
産
業
資
金
の
大
な
る
部
分
配
供
給
す
る

も
の
は
阜
た
る
貸
付
ゃ
、
一
叫
伯
刻
中
¥
或
は
低
先
牌
ヰ

ω方
以

を
以
て
す
る
鋭
恥
叉
は
側
人
等
の
利
附
資
・
平
安
で
あ
る
。
此

ω

舶
の
資
本
家
は

同
有
の
産
業
資
本
裂
が
何
等
か
の
科
皮
に
於

相i

い
て
産
非
A
利
潤
の
分
担
を
卒
け
作
る
占
有
と
に
刷
せ
十
、
優
先

的
に
確
定
率
の
利
子
分
配
を
享
け
ぬ
ら
れ
る
L
M
取
に
あ
る
を
以

て
、
自
ら
売
業
内
隆
替

ι釘
し
て
冷
淡
な
る
怜
皮
に
陥
い
り
い
却

い
。
加
之

利
附
資
本
と
問
小
刊
の
産
業
資
本
土

共
の
利
中
山
町
宮

一
に
せ
山
の
が
常
で
あ
る
が
、
戦
後
、
泊
貨
納
φ
政
策
の
府
民
施

に
よ
っ
て
、
特
に
額
一
汗
な
る
凶
者
の
背
雌
が
法
起
さ
れ
、
産
業

の
川
刊
資
本
は
利
附
資
本
局
め
に
川
酬
明
に
北
山
利
併
を
μ
眠中背

J
屯

さ
れ
た
。
乙
れ
を
辿
一
μ
h
膨
阪
に
よ
っ
て
斤
業
の
川
有
読
本
が

E泊
り

英
犬
山
利
益
を
山
め
た
狐
泊
に
比
す
れ
ば
草
川
川
は
正
に

¥1:串製品、同力柑、人ii:品目林、官邸轄の請ユ諜に於 cは枯らず。

~l ';-，英閥jζf世論fi)J I品目。企恭 "{f([せ曲、とナるは干正確な税務てあ

る。とれに犯し、ては、下山'"告 W19Jjがある。

(p. FiLzgemid. Industrial Combination in England， 1927) 
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逆
で
あ
る
。
か
t
A

る
金
融
的
事
情
に
糊
さ
れ
て
、
英
国
の
産
業

は
又
共
の
生
産
組
織
の
改
普
上
、
拘
抽
唱
の
産
業
に
一
冊
一
時
を
輸
す

る
に
至
っ
た
。

既
に
見
た
る
が
如
き
内
部
的
諸
事
怖
の
矯
め
に
、
自
ら
第
欣

に
附
い
札
る
英
凶
の
産
業
は
、
今
又
新
た
に
外
部
的
収
は
・
復

興
猫
治
産
業
主
祈
阻
(
米
倒
産
業
と
の
抜
輪

E
受
け
、
更
に
、
過

去
に
於
い
て
そ

ω
賀
市
民
な
る
印
刷
容
で
あ
っ
た
諸
柚
民
地
の
相
つ

ぐ
産
業
的
制
立
を
見
る
に
及
ん
官
、
と
れ
が
合
迎
化
促
進
の
必

要
は
、
今
は
悠
胤
白
血
訟
に
切
迫
し
て
ゐ
る
。
然
ら
ぽ
英
図
の
産

業
主
大
判
明
筏
に
合
現
化
す
る
己
主
は
可
能
で
あ
ら
う
か
。
と
れ

に
就
て
は
、
今
後
に
於
け
る
英
岡
山
開
業
の
合
判
化
に
制
し
て
、

若
干
の
特
段
丘
る
助
長
的
保
件
が
あ
る
己
主
を
宥
過
し
て
は
な

ら
ね
。
第
一
は
、
生
産
組
織
の
改
坊
に
要
ナ
る
資
金
が
低
利
を

以
て
、
而
も
県
富
に
図
内
で
訓
越
し
特
ら
れ
る
と
主
で
あ
り
、

第
二
は
、
英
闘
グ
倒
階
級
の
生
前
提
陀
低
落
の
傾
向
が
認
め
ら

れ
る
と
主
で
あ
り
、
第
三
は
、
資
本
家
白
川
に
、
持
働
組
合
の

雑

鉱

英
凶

o
t
R紫
骨
組
牝

首
制
者
迷
と
の
提
携
に
よ
っ
て
、

-
九
二
六
年
の
大
争
議
敗
北

の
創
作
時
未
だ
樹
え
ざ
る
労
働
階
叫
仙
の
大
左
る
反
抗
E
招
く
己
と

あ た
る、く
。.，し

て

A、

到1

4じ
を
寅
王且
L 
得
る
ぴ〉

布
望
泊、

存
ず
る
乙
と
ー4

右
の
助
長
的
諸
傑
件

E
利
用
し
て
合
瑚
化
主
食
探
せ
し
め
る

得
め
に
は
、
品
川
股
前
越
の
問
陣
的
背
僚
件
が
都
合
好
〈
排
除
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
削
ち
、
第
一
巨
は
英
同
資
本
家
の
抱
懐

す
る
何
人
主
誌
、
白
山
貿
易
主
義
等
の
執
助
左
る
体
統
的
氾
組

を
打
破
し
、
益
々
盛
に
凋
HrH
的
企
業
形
態
hz
護
日
出
せ
し
め
る
こ

主
で
あ
り
、
第
こ
に
は
、
能
率
の
劣
れ
る
八
月
立
的
群
小
企
業
の

薬
理
、
臨
出
合
主
行
日
、
生
産
規
模
を
抑
制
大
し
、
且
つ
技
術
的
施

設
主
改
逃
し
て
生
産
組
織
を
改
善
す
る
と
主
で
あ
り
、
第
一
一
一
に

は
、
利
附
貧
乏
品
等
白
眠
た
る
利
己
的
接
言
抑
制
し
て
古
川
業

合
組
化
に
協
力
せ
し
め
る
と
と
で
あ
る
。
と
れ
ら
諸
々
の
改
善

方
向
胤
は
、
事
同
よ
り
容
必
と
は
せ
ぬ
け
れ
ど
‘
又
必
し
も
不
可

能
と
見
る
を
得
-
な
い
。

彼
此
、
総
合
し
て
考
察
す
札
ば
、
英
同
に
於
け
る
産
業
合
理

化
の
前
治
に
封
す
る
過
大
の
評
似
は
川
E
り
不
可
と
す
べ
き

第
二
十
宍
替

L

一、
L

ブ
メ
ゴ

筋
一
ハ
蹴

凶
E 

Capital (Milllon L) Capilal (Million L) 
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雑

量主

甚
岡
山
住
誕
A
U
開
化

さ
む
企
て
こ
れ
を
純
に
泊
小
花
討
慨
す
る
己
し
と
も
ま
た
世

ι中
と
思
ふ
の
で
あ
る
o

政

ι、
職
後
の
tm業
危
機
に
際
し
て

もれ
収
も
多
く
の
ね
耐
障
を
叫
ぶ
っ
た
諸
基
弛
工
業
、
例
へ
ば
地
舶
、
機

械
工
作
、
製
餓
等

ι於
い
て
、
臥
に
共
の
合
判
化
が
官
行
に
ツ
拍

手
さ
れ
つ
t
A

あ
る
り
の
を
比
る
の
で
あ
る
。
向
日
仏
、
他
川
よ
り

削
剛
山
摂
す
れ
ば

数
十
億
砂
に
泌
す
る
英
同
産
業
上
の
資
本
が
扶

手
し
て
白
己
破
凶
の
出
命
を
傍
翻
し
、
久
山
救
仙
の
泊
め
に
何

等
の
山
労
力
を
も
試
み
る
と
と
な
か
る
べ
し
と
は
組
鰍
し
利
ぬ
川

で
あ
る
。

四

か
〈
て
、
英
樹
涜
業
白
合
迎
化
、

殊
に
生
産
組
織
の
大
規
扶

な
る
改
泊
が
行
は
れ
る
も
の
と
ず
れ
ば
、
少
く
と
も
一
時
的
に

は
‘
産
業
界
の
沈
到
が
紋
ら
れ

τ、
好
景
気
の
山
現
を
見
る
に

i

トー
J
ド

i
t
t属
医

51

五
る
は
対
処
い
。
郎
ち
、

先
づ
生
産
財
産
業
が
刺
戟
さ
れ
、
船
棚

て
又
治
政
財
産
党
に
も
灯
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
在
る
で
あ
ら

ぅ
。
さ
れ
ど
、
介
却
化
政
策
の
完
成
に
よ
っ
て
披
似
せ
る
英
凶

第
二
十
古
着

第
六
拙

瞥見
，、

九
七

O

川
イ
る
も
の
と
見
る
は
早
計
で
あ
る
。
阪
に
一
旦

法
湖
に
莱

り
人
れ
た
英
図
淀
川
，
A

の
樹
勢
は
、
合
現
化
政
策
の
作
て
士
〈
挽

附
す
る
断
で
は
な
い
。
そ
は
、
英
闘

H
Jんの
μ
微
は
、
間
半
に
、

蹴
洲
資
本
主
議
の
一
般
的
表
叫
問
中
の
一
現
象
た
る
に
止
ま
ら

十
、
内
川
ほ
又
，
自
己
特
有
の
諸
川
町
悶
に
品
〈
も
の
で
あ
っ
て
、

共
山
路
特
hH
阪
囚
，
就
中
英
帝
凶
版
刷
介
裂
の
趨
品
目
、
金
融
主

椴
の
介
衆
凶
へ
の
推
移
、
英
閣
の
版
料
測
山
に
引
す
る
米
凶
の

攻
峠
政
策
の
成
功
等
は
合
引
化
政
鋭
を
以
て
除
去
し
特
注
い
附

で
あ
ゐ
か
ら
。

克
に
、

A
H
判
化
の
完
成
が
英
闘
の
失
業
問
閥
解
決
の
上
に
致

す
べ
き
賀
献
へ
の
希
望
に
五
つ
て
は
‘
愈
々
以
て
乏
し
か
ら
ざ

る
を
得
た
い
。
合
川
町
化
は
必
然
的
に
生
持
物
一
躍
位
凡
川
市
た
り
の

労
働
社
の
節
約
聖
脱
ら
す
。
悩
っ
て
、
高
梁
が
従
前
の
従
業
員

散
を
純
持
L
仰
ん
が
潟
め

ιも

と
れ
に
州
臨
す
る
生
荷
物
市

場
の
山
削
張
が
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ら
、

A
日
刊
化
が

秘
極
的
に
失
業
問
閥
的
解
決
に
貢
献
し
作
ん
が
鳩
め
に
は
、
と

れ
に
約
し
て
愈
々
大
た
る
肱
川
町
市
場
の
展
開
が
起
こ
ら
な
け
れ

ば
た
ら
ね
。
世
界
#
闘
に
於
け
る
所
業
化
の
傾
向
と
、

内
に
は

。jへは、共闘の諸大製儲工業は過去大 JI'FaJ、共山圭初il:'jを借入資金、。利捌i

に費やし、 :~ti且株立は金総配時・に興らなかった。
主1立近アてケ'"問 h 、それは 15%山似搭を且た&云はれてゐる。
“庫業平和"白運動は此由討的に役立つ由亡るる。

4) 

5) 
6) 
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向
山
弔
問
税
を
以
て
自
ら
守
リ
、

逝
ん
?
凶
外
出
山
O
H凶
め
に

M

知
ま
し
き
い
抗
力
を
試
み
つ
l
h

あ
る
米
、
狗
、
山
仰
、
伊
札
干
の
有
力

た
る
同
党
的
抗
川
叩
ル
」

町
民
ら
に
は
と
れ
ら
山
利
県

ι」
し
て
悲
旭

さ
れ
る
川
山
愈
h
k
J

尖
鋭
化
す
る
同
阪
市
立
挑
L
」
争
拡
へ
た
英
同

の
同
業
が
.

か
く
の
如
宮
市
場
掛
川
町
民
成
功
し
作
べ
し
・
と
す
る

は
除
り
に
繋
刷
叫
に
地
ぎ
る
。
失
業
山
姻
の
仰
決
K
到
す
る
庄
小
説

合
洲
化
の
効
力
如
仰
は
訓
辿
の
終
臥
酬
が
と
れ
を
一
市
す
。

五

英川問

ω産
主
川
作
は
凶
に
、

犬
訓
品
川
悦
介
別
化

ω絡
に
つ
い
た
、

と
れ
に
到
し
て
治
干
の
仰
統
的
問
陣
は
あ
る
が
、

同
阿
川
山
附
級

ω

決
定
的
以
抗
在
日
比
ざ
る
限
h
、
一
吋
成
り
の
作
成
に
共
の
謎
川
出

ω

比
込
が
あ
p
也

o
A
n
洲
化
は
一
昨
史
酬
の
泣
業
献
磁
を
改
読
す
る

で
あ
ら
う
。
丸
山
も
央
阿
山
北
の
一
般
的
州
勢
は
、
以
て
如
何
止

も
な
し
卯
吉
川
で
あ
る
。

鞘

4世

相
叫
肘
捗
山
監

uv刷
出
と
正
究
中
山
附


